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町
民
文
芸

t'ト

句

春
日
和
根
子
岳
裾
を
長
く
引
き

こ
ぶ
し
咲
き
山
桜
咲
き
休
暇
村

春
の
風
の
こ
し
て
子
等
の
駆
け
抜
け
る

指
呼
に
し
て
霞
め
る
根
子
と
行
く
雲
と

花
曇
り
芝
居
見
に
と
て
老
い
姉
妹

物
の
芽
に
腸
め
ば
大
地
の
ぬ
く
み
か
な

黄
す
み
れ
の
ひ
そ
と
咲
き
た
る

一
た
む
ろ

春
の
野
に
散
り
て
句
作
の
歩
を
ゆ
る
め

母
逝
き
て
後
悔
し
き
り
春
の
雨

石
楠
花
の
今
開
か
ん
と
す
る
勢
い

山
路
来
て
逢
い
た
る
友
や
山
す
み
れ

の
ど
け
し
や
畑
の
中
行
く
定
期
バ
ス

手
を
か
せ
ば
姑
の
重
さ
に
花
冷
え
ぬ

春
脚
は
一
途
に
百
花
誘
い
来
し

肥

後

狂

句

無
礼
者
　
軒
追
い
出
す
会
議
室

勘
　
割
り
爛
な
ら
ば
崇
り
無
か

無
礼
者
　
焼
酎
出
ァ
て
打
ち
合
わ
ん

横
文
字
　
柄
見
て
煙
草
買
い
来
ら
す

冗
談
ば
か
り
　
私
六
十
八
で
す
よ

横
文
字
　
譜
面
に
書
い
た
ラ
ブ
レ
タ
ー

桜
も
終
り
　
酒
も

一
っ
時
小
休
止

冗
談
ば
か
り
　
さ
ぞ
人
生
の
楽
し
か
ろ

人  口

-3月 31日 現在―

9,064人 晏 :::11::;炎

世帯数………………・2,579

転入 86  出生  8

転出 159  死亡 11
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纏
督√
息
雨
．

山
村
　
純
女

熊
谷
こ
う
女

弥
永
　
蕗
女

内
田
　
フ
ミ

松
岡
　
信
子

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

柴
田
ふ
い
子

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

楢
木
野
瑳
紀
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

山
村
ふ
み
子

同
本
　
琴
司

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

篠
田
　
几
才

馬
原
　
馬
笑

石
田
　
詩
朗

山
村
　
不
覚

松
野
　
笑
声

●●
″
国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
〃

（ご
）
（寄
）
（付
）

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
∨

▽
高
森

・
上
在
の
興
椙
ト
キ
子
さ
ん
か

ら

（夫
、
幸
春
さ
ん
。
７１
歳
死
去
）

〉
高
森

・
旭
通
の
児
玉
邦
男
さ
ん
か
ら

（養
父
、
忠
己
さ
ん
。
８２
歳
死
去
）

▽
高
森

。
林
の
林
勝
さ
ん
か
ら

（父
、
朝
次
さ
ん
。
６３
歳
死
去
）

▽
高
森

。
天
神
の
渡
辺
康
雄
さ
ん
か
ら

（伯
母
、
ト
キ
さ
ん

。
７２
歳
死
去
）

▽
高
森

。
昭
和
の
井
和
幸
さ
ん
か
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（母
、
ツ
ヨ
さ
ん

。
８２
歳
死
去
）

▽
尾
下

・
下
山
の
後
藤
本
安
さ
ん
か
ら

（母
、
と
サ
ジ

ュ
さ
ん
。
８９
歳
死
去
）

∧

一
般
寄
付
∨

▽
永
野
原

。
小
楢
木
の
矢
津
田
二
義
さ

ん
か
ら
病
気
見
舞
の
返
礼
に
か
え
て

▽
草
部

・
社
倉
の
足
立
哲
男
さ
ん
か
ら

病
気
見
舞
の
返
礼
に
か
え
て

▽
高
森

。
昭
和
の
黒
田
啓
介
さ
ん
、
宇

藤
辰
男
さ
ん
、
高
月
信
雄
さ
ん
、
岩

下
暁
さ
ん
か
ら
近
火
見
舞
の
返
礼
に

か
え
て

◎
高
森
町
身
障
者
福
祉
協
会

〉
尾
下

・
下
山
の
後
藤
本
安
さ
ん
か
ら

◎
老
人
ク
ラ
ブ

▽
高
森

。
旭
通
の
児
玉
邦
男
さ
ん
か
ら

「
あ
さ
ひ
会
」

ヘ

▽
尾
下

・
下
山
の
後
藤
本
安
さ
ん
か
ら

「
は
ま
と
こ
会
」

へ

▽
色
見

・
中
園
の
住
吉
次
男
さ
ん
か
ら

「中
西
会
」

ヘ

▽
色
見

・
西
丁
の
山
室
忠
徳
さ
ん
か
ら

「中
西
会
」

へ

▽
芹
口
・
男
原
の
工
藤
勲
さ
ん
か
ら

「
寿
会
」

ヘ

▽
芹

口
。
馬
場
の
佐
藤
覚
さ

ん
か
ら

「
寿
会
」

ヘ

〉
河
原

・
味
】鳥
の
後

藤
覚
さ
ん

か
ら

「福
寿
会
」

ヘ

◎
町
消
防
団
基
金

〉
高
森

・
昭
和
の
岩
下
暁
さ
ん
か
ら

動
く
な
　
人
影
好
か
ん
ヤ
マ
メ
釣
り

勘
　
車
庫
入
れ
度
イ
傷
だ
ら
け

S59.3.1～ 3.31受付
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(出生児)(性別)(岸月告)

女 S59.2.28

(死亡者)(蘇
)(年月盲)

中川アイ子 69S59.3.1

(住 所)(婚姻届年月日)

上色見 前 原 S59.3.18
芹 口 菅ノ迫
高 森 上 町  3.30
阿蘇郡 久木野村
阿蘇郡 阿蘇町   3.31
上益城郡矢部町
草 部 社 倉  3.14
高 森 村 山
草 部 木 郷  3.21
芹 口 中 間
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ト
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サ
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ウ
´
ヒ

辺
吉
　
玉
　
相
斐
野
立
藤

渡
佐
林
児
井
興
甲
幸
足
後

【出  生】

(住所) (保護者)

高倉 辰生
後藤 正三
甲斐九州男
工藤  隆
片岡  彰
本田  久
白石 福男
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森
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河 原
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チ
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＞
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婦
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″

死
　
捌
　
在
神
園
留
通
和
在
山
部
　
下
　
　
＜

Ｅ
　
α
　
上
天
中
津
旭
昭
上
菅
草
　
尾

酷

●   ●

林
田
　
一
声

浦
塚
　
南
天

続
Ｗ

妻
佃
母
夫
数
母
夫
母
は

・部
母

＞
　
一
雄
男
子
男
幸
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隆
ネ
男
安

族
　
光
康
則

ュ
邦
和
キ
　
ツ
哲
本

光
代

一
よ
男
子

一
子
俊

エ

美
　
　
　
美
　
美

和
喜
洋
ぶ
靖
紀
則
多
正
ミ

藤
駒
坂
詢
村
和
南
Ｄ
”
永

佐
　
古
　
松
　
後
栗

後
＜
石
＜
今
＜
阿
＜
く
冨

夫
妻
夫
妻
夫
妻
夫
妻
夫
妻

高森線存続を訴え行進

高森線の存続を訴える「高森線を守る住民大集会」が 4月 20日 開

かれました。参加者は町外からの支援者を含めて約 1,100人、高森

駅前広場から、会場の高森小学校体育館まで ミ
国鉄高森線を存続し

ようミ ミ
高森線を皆で守りましょうミなどと書かれた横断幕やプラ

カー ドを持って行進し、ムー ドを盛り上げました。
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お も な 内 容

□ 国鉄高森線を守ろう (住民大集会)

□ 消防団14分団体制に …̈………………

□ 8月 にさだまさしコンサー ト………

□ 中央公民館だより…………・…………

□ みんなの広場……………………………
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政

府
、
国

鉄

に
強

く
抗

議

住
民
パ
ワ
ー
の
結
集
で
存
続
を

草
部
南
部
校
区
婦
人
会
　
甲
　
斐
　
み

る
人
員
点
呼
が
あ
り
、
桔
梗
門
か
ら
参

入
し
ま
す
。
玉
砂
利
を
踏
み
な
が
ら
控

室
に
着
き
、
こ
こ
で
各
県
か
ら
の
奉
仕

団
と
合
流
、
係
員
の
指
示
を
待
ち
ま
し

た
。
皇
居
内
は
百
炒
も
あ
る
そ
う
で
、

私
た
ち
が
永
年
親
ん
で
利
用
し
て
い

る
国
鉄
高
森
線
は
、
今
後
も
南
阿
蘇
地

域
の
発
展
に
つ
く
し
、
通
勤
、
通
学
、

老
人
、
婦
人
の
生
活
医
療
を
守
り
さ
さ

え
る
足
と
し
て
唯

一
の
公
共
交
通
機
関

で
あ
る
。

し
か
し
、
政
府
、
国
鉄
当
局
は
厳
し

い
財
政
事
情
を
理
由
に
第

一
次
廃
止
対

象
路
線
に
指
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
公

共
交
通
機
関
と
し
て
の
責
務
を
放
棄
し

た
国
、
国
鉄
当
局
、
そ
し
て
財
界
の
臨

調
行
革
攻
撃
に
対
し
て
、
沿
線
六
カ
町

村
で
結
成
さ
れ
た

「
南
阿
蘇
開
発
協
議

会
」
、

「
対
策

連
絡

協

議
会
」
と
、

「
国
民
の
足
を
守
る
熊
本
県
民
会
議
」
、

作
業
場
ま
で
歩
く
の
が
た
い
へ
ん
で
し

た
。陛

下
の
お
住
ま
い
が
あ
る
吹
上
御
苑

は
塀
で
囲
ま
れ
、
そ
の
上
に
は
電
線
が

張

っ
て
あ
り
、
要
所
に
は
警
官
の
詰
所

が
あ
っ
て
厳
し
い
警
戒
で
し
た
。
運
が

良
い
こ
と
に
私
た
ち
は
、
陛
下
が
週
に

二
日
お
通
い
に
な
る
生
物
研
究
所
の
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
、
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
る
陛
下
お
手
植
え
の
水
田
や
、　
ハ

ウ
ス
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
植
物
も
拝
観

で
き
ま
し
た
。

三
日
日
は
天
皇
の
お
会

釈
の
日
で
し
た
が
、
あ
い

に
く
の
雨
の
中
で
傘
を
さ

し
て
係
の
か
た
が
新
宮
殿

ち
一　
　
　
　
の
建
物
、
庭
園
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

十
時
四
十
分
、
新
宮
殿
お
車
寄
せ
の

階
下
に
四
つ
の
奉
仕
団
が
整
列
、
中
央

台
に
お
立
ち
の
陛
下
を
目
近
に
拝
し
、

有
り
難
い
お
言
葉
に
目
頭
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。
両
陛
下
の
ご
健
康
を
祝
し
て

二
時
三
分
着
の
列

車
と
、
バ
ス
で
支

援
に
駆
け
つ
け
た

県
内
各
地
か
ら
の

勤
労
者
と
合
流
、

約
千
百
人
に
膨
れ

上
が

っ
た
参
加
者

た
ち
は
、
会
場
ま
で
の
約

一
キ
ロ
を
横
断

幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
行
進
し
、

存
続
を
訴
え
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本

田
地
区
労
議
長
が

「
バ
ス
転
換
を
決
め

た
宮
原
線
の
二
の
舞
を
踏
ん
で
は
な
ら

な
い
。
住
民
パ
ワ
ー
の
結
集
こ
そ
が
高

森
線
を
守
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
。
次
い
で
来
賓
の
瀬
井
町
長
が

「
高
森
線
は
ぜ
ひ
存
続
し
な
け
れ
ば
な

「
国
鉄
高
森
線

。
高
千
穂
線
接
続
熊
本

。
宮
崎
両
県
線
区
共
闘
会
議
」
と
連
携

を
と
り
、
高
森
線
存
続
に
つ
い
て
運
動

を
続
け
て
き
た
。

私
た
ち
は
、
政
府
や
国
鉄
当
局
に
対

し
強
く
抗
議
し
、
次
の
事
項
を
要
請
す

る
。一

、
国
鉄
の
従

来
の
目
的
で
あ
る

「
公
共
の
福
祉
」
の
精
神
で
、
企
業
性

よ
り
も

公
共

性
を

重
視
す
べ
き
で
あ

り
、
高
森
線
を
国
鉄
直
営
で
存
続
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
二
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
毎
夕

の
列
車
が

一
両
で
運
転
さ
れ
、
定
員
の

倍
近
く
の
す
し
詰
め
と
な
っ
て
い
る
。

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
感
激
の
一
瞬
で
し
た

四
日
目
は
、
東
宮
御

所

の
草
取

り
で
し
た

が
、
紅
白
の
梅
の
古
木

が
満
開
で
し
た
。
十

一

時
十
分
、
御
所
の

「
な

ら
の
間
」
で
、
皇
太
子

殿
下
、
美
智

子
妃
殿

下
、
紀
官
様
の
お
会
釈

が
あ
り
、
お
三
方
と
も

終
始
笑
み
を
た
た
え
ら

れ
、
各
団
長
さ
ん
に
優

し
い
お
言
葉
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
皇
太
子
ご

一
家
の
ご
繁

栄
を
祈

り
、
万
歳
を
三
唱
、
本

仕
団
に
参
加
し
た
喜
び

を
感
じ
ま
し
た
。

四
日
間
の
奉
仕
作
業

を
無
事
終
え
た
私
た
ち
は
、
日
光
に
一

泊
し
て
飛
行
機
で
帰
途
に
つ
い
き
ま
し

ら
な
い
。
町
も
全
力
を
挙
げ
て
対
応
し

て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
述
べ
た
の
に
続
い
て
、
今

村
県
議
、
国
民
の
足
を
守
る
県
民
会
議

の
高
山
議
長
、
山
村
商
工
会
長
ら
が
次

々
に
存
続
に
対
す
る
決
意
を
発
表
し
ま

し
た
。

意
見
発
表
で
は
、
高
森
高
校
の
二
人

の
列
車
通
学
生
、
婦
人
会
、
老
人
会
の

代
表
が
、

「
高
森

線
が

廃
止
さ
れ
れ

ば
、
バ
ス
通
学
か
下
宿
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
親
の
経
済
的
負
担
が
大
き
く

な
る
」
な
ど
廃
止
に
よ
り
ま
っ
先
に
影

響
を
受
け
る
利
用
者
の
立
場
か
ら
廃
止

反
対
を
訴
え
ま
し
た
。
最
後
に
政
府
、

国
鉄
に
存
続
を
求
め
る
集
会
宣
言
を
採

択
し
て
開
会
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
四
月
か
ら
、
地
域
格
差
運
賃

の
導
入
で
ロ
ー
カ
ル
線
の
利
用
者

へ
の

矛
盾
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
国
鉄
運

賃
は
一
本
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
利
用

し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
の
編
成
や
車
両
の
増

結
で
乗
客
に
サ
ー
ビ

ス
す
べ

き
で
あ

フハ）。一
、
高
森

・
高
千
穂
線
の
接
続
は
、

熊
本
県

。
宮
崎
県
民
の
永
年
の
夢
で
あ

り
、
地
域
開
発
の
使
命
か
ら

一
日
も
早

く
工
事
の
再
開
を
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
私
た
ち
は
国
鉄
高
森
線
を
守

る
住
民
集
会
で
確
認
し
、
廃
止
に
反
対

し
、
存
続
を
求
め
る
強
力
な
行
動
を
展

開
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
宣
言
す
る

一
九
八
四
年
四
月
二

一
日

高
森
線
を
守
る
住
民
大
集
会

た
が
、
全
員
無
事
故
で
、
意
義
深
い
旅

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
第
ニ
セ
ク
タ
ー
」
か

「
バ
ス
転
換
」
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
国
鉄
高

森
線
で
す
が
、
四
月
二
十

一
日
午
後

「
国
鉄
高
森
線
を
守
る
住
民
大
集
会
」

（高
森
地
区
労
主
催
）
が
高
森
小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
、
約
千
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
南
阿
蘇
の
経
済
、
文
化
、
教
育
の
発
展
の
担
い
手
で
あ
る
高
森
線

を
守
る
た
め
、
沿
線
住
民
は
今
後
も
存
続
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
日
は
町
内
の
地
区
労
組
合
員
、

商
工
会
、
婦
人
会
員
な
ど
が
午
後
二
時

前
に
は
高
森
駅
前
広
場
に
集
合
、
午
後

熱
ヌ
{こ

つ
つ
ま
れ
た
住
民
大
集

の

場

集

会

宣
言

の
要

旨

●  ●

●   ●
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高
森
町
婦
人
会
員
五
十
名
は
四
月
二

日
早
朝
、
皇
居
勤
労
奉
仕
の
旅
に
出
発

し
ま
し
た
。
空
路
絵
の
様
な
富
士
山
を

眼
下
に
見
な
が
ら
、
羽
田
空
港
に
着
い

た
と
き
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

到
着
後
、　
一
同
は
バ
ス
で
、
国
会
議

事
堂
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
見
学
、
浅
草
の
観
音

様
に
参
拝
し
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
高

層
ビ
ル
の
林
立
す
る
日
本
の
首
都
東
京

だ
と
感
嘆
し
ま
た
。

靖
国
神
社
の
大
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
戦

病
死
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
父
の
霊
前

に
初
め
て
手
を
合
わ
せ
た
と
き
、　
一
筋

の
涙
が
ほ
ほ
を
伝
わ
り
ま
し
た
。

二
日
目
か
ら
は
、
白
い
エ
プ
ロ
ン
に

腕
章
、
そ
ろ
い
の
タ
オ
ル
を
か
ぶ
り
、

朝
七
時
半
に
宿
を
出
発
、
皇
居
に
向
か

い
ま
し
た
。
毎
朝
、
皇
官
警
察
官
に
よ

郵
便
局
は
、
郵
便
、
貯
金
、
保
険

の
仕
事
を
中
心
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
委

託
を
受
け
た
、
放
送
受
信
料
の
集
金

も
し
て
い
ま
す
。

郵
便
物
を
で
き
る

だ
け
早
く
お
届
け
す

る
た
め
、
二
月
か
ら

郵
便
物
の
輸
送
方
法
が
、
今
ま
で
の

国
鉄
中
心
か
ら
自
動
車
中
心
に
変
わ

り
ま
し
た
。
し
か
し
途
中
の
輸
送
方

法
を
い
く
ら
改
善
し
て
も
、
配
達
の

段
階
で
滞

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
ぁ
り

ま
す
。
そ
れ
は
郵
便
物
の
あ
て
名
が

不
完
全
な
た
め
、
局
員
が
ど
の
家
あ

て
の
も
の
か
を
調
査
す
る
の
に
時
間

〓
　
　
一一　
　
一二

一　
　
〓

便

局

か

ら

お

願

が
か
か
る
か
ら
で
す
ｃ

津
留
、
草
部
、
色
見
地
区
の
郵
便

物
が

「
高
森
町
高
森
」
で
到
着
す
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

結
果
、
草
部
の
方
あ
て
の
手
紙
を
高

森
の
、
ま
た
南
在
の
方
あ
て
の
郵
便

を
横
町

の
同
姓
同

名
の
方
に
配
達

し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
い
つ

〓
　
　
　
　
た

こ
と

に
な
り
ま

、
　
　
　
　
す
。

Ｌ
ｖ　
　
　
　
　
そ
こ
で
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、友
人
、知
人
に
は
番
地
ま
で

住
所
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
こ

と
、
ま
た
色
々
な
書
類
に
住
所
を
記

人
さ
れ
る
と
き
は
必
ず
番
地
ま
で
書

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
大
切
な
郵
便
物
を
早
く
届
け
る

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
局
員
は
、
郵
便
物
を
丁
寧
に

取
り
扱
い
、
早
く
正
確
に
配
達
す
る

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
お
気
付
き
の
点
は
お
知
ら

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
盤
２
１
０
０
４
２
）

訓
一一〓
一■

一〓

ヨ

ま

ま
〓
〓
〓
一ヨ

〓
一一一〓
〓
〓
〓
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ヨ

ヨ
〓
〓
〓
〓

〓

〓
〓
ヨ

ま
ま
ヨ

ヨ
〓
ま
ま

一ま
ま

〓
〓
〓
〓
〓
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〓
■

ョ

一ョ
ョ
〓
〓
〓
ョ
■

■
〓
ま

〓
〓
一〓
〓
一〓
■

一〓
ョ

〓

ま

〓
一〓
〓
〓
ヨ
ヨ
ま
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〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
ま
ま

〓
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５９
年
度

の
調

理

士
試
験

を
実
施

県
で
は
、
五
十
九
年
度
調
理
士
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

◇
受
験
資
格
　
二
年
以
上
調
理
の
業
務

に
従
事
し
た
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
人

◇
試
験
期
日
　
八
月
三
日
③

◇
試
験
場
所
　
熊
本
第

一
工
業
高
等
学

校

（熊
本
市
大
江
六
丁
目

一
の
三
三
）

◇
受
験
手
続
　
受
験
願
書
に
三
千
四
百

円
の
熊
本
県
収
入
証
紙
を
は
り
、
Ｃ
二

年
以
上
の
調
理
業
務
従
事
証
明
書
②
写

真

（六
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
縦
五

多
、
横
四
・
五
ん
の
大
き
さ
で
正
面
半

身
脱
帽
）
を
添
え
て
阿
蘇
保
健
所
高
森

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書
は

保
健
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
受
付
期
間
　
六
月
六
日
か
ら
六
月
十

三
日
ま
で

５
月
２５
日
町
内

全

域

で

停

電

九
州
電
力
高
森
変
電
所
増
強
工
事
の

た
め
、
五
月
二
十
五
日
午
前
九
時
か
ら

午
後

一
時
ま
で
町
内
全
域
で
停
電
し
ま

す
。
こ
の
た
め
地
区
に
よ
っ
て
は
断
水

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

０
”
０

日

日

日

７

‐ ５

２５

町
役
場
の
支
払
日
は
、
事
務
整

理
の
都
合
上
、
勝
手
な
が
ら
五
の

つ
く
日
に
定
め
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
当
日
が
土

ｏ
日

・
祭
日
に
あ

た
る
場
合
は
翌
平
日

に
な

り
ま

す
。
支
払
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。

５９
年
度
の
青
年
海

外
協
力
隊
員
募
集

国
際
協
力
事
業
団
と
県
で
は
、
五
十

九
年
度
春
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
を
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
期
間
　
四
月
十
五
日
か
ら
五
月

二
十

一
日
ま
で
。

Ｏ
応
募
資
格
　
技
術

・
技
能
を
有
し
、

実
務
経
験
の
あ
る
人
で
二
十
歳
か
ら
三

十
五
歳
ま
で
の
青
年
男
女
で
、
日
本
国

籍
を
有
す
る
人
。

○
募
集
説
明
会
　
▽
五
月
十
七
日

（熊

本
市
産
業
文
化
会
館
）
　

〉
五
月
十
八

日

（
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
人
吉
）
　

▽

五
月
二
十
三
日

（熊
本
市
産
業
文
化
会

館
）
▽
五
月
二
十
四
日

（本
渡
市
民
セ

ン
タ
ー
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
熊
本
市
水
前
寺
六

丁
目
十
八
―

一　
熊
本
県
総
務
部
広
報

外
事
課
移
住
外
事
係

（
富
０
９
６
１
３

８
３
１
１
５
０
２
）
ま
た
は
、
熊
本
市

花
畑
町
１
１
４
東
京
生
命
館
内
　
国
際

協
力
事

業
団
九
州

支
部
熊
本

出
張
所

（
毬
０
９
６
１
３
２
２
１
１
３
１
５
）

全
国
植
樹
祭
ポ
ス

タ
ー
用
原
画
募
集

県
で
は
、
六
十
年
五
月
阿
蘇
で
行
わ

れ
る
、
第
三
十
六
回
全
国
植
樹
祭
に
使

用
す
る
ポ
ス
タ
ー
用
原
画
を
募
集
し
ま

す
。

回
図
柄
　
〉
図

柄
は
自

由
と
し

ま
す

が
、
創
作
に
限
り
ま
す
　
▽
色
彩
は
自

由
で
す
　
▽
ポ
ス
タ
ー
の
中
に
文
字
、

る
た
め
と
各
分
団
の
充
実

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
組
織
変
更
で
、

旧
五
分
団
が
五
分
団

（旭

通
、
昭
和
、
下
町
担
当
）

と
、
六
分
団

（天
神
、
上

町
、
横
町
担
当
）
に
、
旧
七
分
団
が
八

分
団

（洗
川
、
大
村
、
中
原
、
前
原
、

小
倉
原
担
当
）
と
、
九
分
団

（小
倉
原

を
除
く
色
見

地
区
担

当
）
に
、
旧
十
分
団
が
十

三
分
団

（尾
下
地
区
担

当
）
と
、十
三
分
団

（河

原
地
区
担
当
）
に
そ
れ

ぞ
れ
分
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
本
部

は
本
部
長
を
廃
上
、
団

員
も
約
三
十
人
減
ら
し

て
四
百
三
十
人
を
定
員

と
す
る
な
ど
、
少
数
精

鋭
で
皆
さ
ん
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
活
躍

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
宇
藤
団
長
が

勇
退
、
塚
本
副
団
長
が

新
し
い
団
長
に
な
り
ま

し
た
。

新
し
い
組
織
、
幹
部

は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
ー
ク
は
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

日
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
か
た

な
ら
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

回
用
紙
　
画
用
紙
又
は
ケ
ン
ト
紙
に
、

縦
書
き
と
し
、
大
き
さ
は
原
則
と
し
て

Ｂ
２
型
、
た
だ
し
Ｂ
３
型
で
も
可
と
し

ま
す
。

図
案
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

郵
便
番
号
、
児
童
生
徒
に
あ
っ
て
は
学

校
名
、
学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

回
締
め
切
り
　
五
月
二
十

一
日

（郵
送

の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

日
ほ
う
賞
　
▽
特
賞

一
点
　
賞
状
及
び

賞
金
五
万
円
　
▽
佳
作
四
点
　
賞
状
及

び
賞
金

一
万
円

（児
童
生
徒
の
場
合
は

賞
金
相
当
の
賞
品
）

回
作
品
の
送
り
先
、
問
い
合
わ
せ
先

ｍ
　
ｍ

本
町
の
消
防
団
長
に

な
ら
れ
た塚

本

保
雄
さ
ん

「
本
町
消
防
団
の
装
備
は
新
鋭
の

消
防
車
、
小
型
ボ
ン
プ
積
載
車
な
ど

が
年
次
計
画
で

導
入
さ
れ
て
お

り
、
機
動
力
が

ま
す
ま
す
強
化

さ
れ

て

い
ま

す
。
し
か
し
、

水
利
の
確
保
に

つ
い
て
は
ま
だ

十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
防
火
水
槽
の

建
設
が
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

▽
団
長
、
塚
本
保
雄
　
▽
副
団
長

桐
原
正
光
　
後
藤
文
数
　
興
相
嘉
利

霧
澱
一曇

高
森
電
報
電
話
局
で
は
、
便
利
な
電

話
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
電
話
の

上
手
な
か
け
方
、
受
け
方
を
広
く
知

っ

〒
８
６
２
　
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十

八
―

一　
熊
本
県
全
国
植
樹
祭
準
備
室

（県
庁
十
階
）
雪
０
９
６
１
３
８
３
１

１
１
１
１
内
線
２
６
２
２
、
２
２
６
１

住
宅
金
融
公
庫
の

融
資
受
付
け
開
始

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、　
マ
イ
ホ
ー
去

建
設
資
金
と
建
売
住
宅
購
入
資
金
の
借

入
申
込
み
を
、
次
の
と
お
り
受
付
け
ま

す
。

◎
受
付
期
間
　
五
月

一
日
か
ら
五
月
二

十

一
月
ま
で

◎
選
考
方
法
　
受
付
順
、
無
抽
選

◎
限
度
額
と
年
利
率
　
木
造
の
場
合

▽
百
十
平
方
研
以
下
、
四
百
八
十
万
円

（五

・
五
ギ
）
　

▽
百
三
十
五
平
方
研

以
下
、
五
百
三
十
万
円

（六

・
五
ギ
）

〉
百
六
十
五
平
方
研
以
下
、
五
百
八
十

万
円

（七

・
三
ギ
）

老
人
同
居
の
場
合
、
床
面
積
と
融
資

限
度
額
が
増
加
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
併
せ
貸
し
と
し
て
融
資
さ
れ

る
、
年
金
被
保
険
者
住
宅
資
金

（厚
生

年
金
、
船
員
保
険
、
国
民
年
金
）
に
つ

い
て
も
受
付
け
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
住
宅
金
融
公
庫
熊

本
支
所
住
宅
相
談
所

（
雪
０
９
６
１
３

２
４
１
２
１
２
１
）
ま
た
は
、
お
近
く

の
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

ま
す
。

団
員
数
は
四
百
三
十
人
に
減
少
し

ま
す
が
、
各
分
団
を
充
実
し
、
今
後

も
予
防
消
防
の
体
制
を
確
立
、
皆
さ

ん
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
消

防
団
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

五
月

一
日
付
で
宇
藤
前
団
長
の
後

任
と
し
て
団
長

に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

二
十
八
年
に

消
防

団

に
入

団
、
四
十
六
年

十
二
月
か
ら
副

団
長
と
し
て
活

躍
、
五
十
八
年
に
は
長
年
の
活
動
が

認
め
ら
れ
て
消
防
庁
官
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
五
十
八
歳

井
上
英
雄
　
▽
本
部
員
　
杉
田
富
雄

岩
下
仲
次
　
甲
斐
誠
也
　
大
内
田
奉
文

て
頂
く

「
電
話
教
室
」
の
受
講
希
望
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

日
正
し
い
電
話
の
か
け
方
、
受
け
方

回
電
話
の
つ
な
が
る
し
く
み

回
映
画

（所
要
時
間
は
一
時
間
半
で
す

が
短
か
く
も
で
き
ま
す
）

学
校
、
老
人
会
、
婦
人
学
級
、
子
供

会
な
ど
で
計
画
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
、
料
金
は
無
料
で
す
。
申
し
込

み
先
は
高
森
電
報
電
話
局
　
自
動
運
用

係

（
雪
２
１
０
５
０
０
）

五
月

一
日
か
ら
町
の
消
防
団
組
織
が

一
部
変
更
に
な
り
、
十

一
分
団
か
ら
十

四
分
団
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、　
一
つ
の
分
団
が
広
い
範
囲

を
担
当
す
る
た
め
に
起
こ
る
、
連
絡
、

統
制
の
不
徹
底
な
ど
の
問
題
を
解
決
す

高 森 町 消 防 団 組 織 表

●

消
防
団
１４
分
団
体
制ゝ
′
Ⅳ
■ ヽ口●

組

織

の
充

実

め
ざ

す

1日 分団名 新分団名 部

お
知
ら
世

の
ベ

分ュ1壁塾狙 |∠■1高 森町全域

1字社倉、大切畑、所尾野
1大

字永野原、大字下切

人事中「1`(社 倉をは イ)、 人字片 ll

l人字十 111

1遷≡三二
1廻1_
1字上在

ブ(ネ |11、  _」ニロI「 、 村責田∫

1字冬野.森

I I::|:::::|::::::::::::二 :I::::::::::::::|:::::::::::::二 |二:::二

_1壷

`た

、大1寸 中京 ____
_1拠 杢倉:厘_____
E璽工,」L国=」唾=些塵=ユ '

仲江、河地、小鶴

担 当 地 域

上津留、山付、神原

１

２
一
１

２
一
上

２
一
１

２
一／／
一／

一
　

　

一
　

一
　

一
　

　

一

二

′

"1r 
t }1.j1

',fl2 btrl

第 1分団

第 2分 団

広
報
た
か
も
リ
テ
レ
ホ
ン
サ
■
ビ
ス

第 3分日|1第 3分団

第 4分 トサ1 第 4分団

第 5分 団
第 5分団

第 6分団

●E;6 tln ti,,1 Jrlll t

狩

団

団

団

団

― |

2

/
1

2

1

/

第 7分団 1第 8分

1第 9分

第 3分団 第10分

一 トー

第 9分団 1第 11分
|

第 10分 団 1菫」量 ユ
13

木材共販市況

4/28市況 高森町森林組合

ス  ギ

長さ

4m

子尾下

径 級

7～ 13cm

14～ 22

24´ ンヽ28

30以上

7～ 12

13^v18

20´ 2ヽ8

7～ 14

16～ 28

20´ ン`28

安 値

12,630

19,600

20,500

23,400

9,600

13,800

20,500

8,600

9,500

高 イlri

18,500

23,400

28,100

32,000

14,100

21,400

24,500

11,500

12,300

42,000

21n

6 nl

ヒ ノ キ

4m

3111

3

2

11へ 1́3

14^-22

24～ 28

30以 上

13～ 18

16^‐ 28

24,500

27,200

42,100

38,100

9,600

28,800

33,800

46,700

64,500

42,500

18,800

ぷt【生ポ ●   ● ５
月
３１
日
は
、
自
動
車
税
の
納
期
限

名
義
変
更
、
住
所
変
更
、
抹
消
な
ど
の
登
録
は
お
早
め
に

今
月
の
支
払
日

一一一

‐

　

ヽ

・

　

・

　

一

水 L、 井上
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阿
蘇
国
ム`

′T｀、
ニヘ

園
制
だ5
囚ヒ

50

周
年
詈コ
ロし

“
ら、

′己 、
・E=r

t≡蓼1‐

=|IL
栗

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
人
気

を
持
つ
、
フ
ォ
ー
ク
歌
手
の
さ
だ
ま
さ

し
さ
ん
が
高
森
町
に
や
っ
て
来
ま
す
。

阿
蘇
国
立
公
園
制
定
五
十
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
、
さ
だ
ま
さ
し
野
外

コ
ン
サ

ー
ト
が
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
で
開
か
れ

わ
た
し
は
、

こ
の
日
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

現
在
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は

多
数
の
市
町
村
、
各
高
校
で
幅
広
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
高
森
町
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
に
参
加
し
た
の
は

初
め
て
で
あ
り
、
高
校

で
も
活
動
は

昨
年
の
七
月
、
町
青
年
団
体
連
絡
協

議
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
九
州
大
学
留

学
生
と
の
交
流
会

（
ロ
ッ
ジ
　
フ
ァ
ミ

リ
ー
　
サ
マ
ー
　
キ
ャ
ン
プ

イ

ン
高

森
）
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
民

泊
受
け
入
れ
を
さ
れ
た
、
高
森

・
横
町

の
吉
良
禎
人
さ
ん
（四
九
）
に
、　
エ
ジ
プ
ト

の
エ
ミ
ル
・
ハ
リ
ム
・
ガ
ド
さ
ん
か
ら

お
礼
を
兼
ね
た
年
賀

状
が
届
き
ま
し

た
。

る
た
め
で
す
。
公
園
は
八
月
十
九
日
午

後
二
時
か
ら
。

毎
年
阿
蘇
で
開
か
れ
て
い
た
、
南
こ

う
せ
つ
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
が
撤
退

。
中

止
に
な
っ
た
折
だ
け
に
、
熊
本
県
大
型

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
日
玉
と
し
て
話

題
に
な
り
そ
う
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
発
起
者

は
上
色
見

。
大
村
の
本
田

研

一
さ
ん
（二
五
）
で
、
さ
だ

さ
ん
と
は
十
年

来

の
友

人
。

「
阿
蘇
の
雄
大
さ
が

好
き
」
と
、
ち
ょ
く
ち
ょ

く
高
森
を
訪
れ
て
い
る
さ

だ
さ
ん
は
快
く
Ｏ
Ｋ
し
、

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実

現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
ｃ

協
力
団
体
の
町
青
年
団

体
連
絡
協
議
会

（白
石
博

昭
会
長
）
は
、
若
者
の
力

で
す
ば
ら
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
に
し
よ
う
と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

町
で
も
環
境
庁
、
能
（本

県
な
ど
と
伴
に
後
援
、
今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
成
功

す

る

よ

ぅ
、
ま
た

高
森
を
売

り
出
す
た

め
に
全
面

的
に
協
力

と
Ｐ
Ｒ
を

す
る
こ
と

に
し
て
い

ま
す
。

さ
だ
さ
ん
は
長
崎
の
出
身
で
、
四
十

八
年
に

「
グ
レ
ー
プ
」
を
結
成
、

「
精

霊
流
し
」
を
皮
切

り
に

「
無
縁
坂
」

「縁
切
り
寺
」
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
山

を
出
し
ま
し
た
。

三
年
後
に

「
グ
レ
ー
プ
」
を
解
散
し

ソ
ロ
に
転
向
、
五
十
四
年
の

「
関
白
宣

言
」
の
大
ヒ
ッ
ト
は
皆
さ
ん
の
記
憶
に

新
し
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
五
十
六

年
に
は
、
自
ら
揚
子
江
の
原
流
を
訪
ね

る
映
画

「
長
江
」
を
作
り
大
き
な
話
題

を
呼
び
ま
し
た
。

現
在
は
ラ
ジ
オ
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
番
組

を
三
つ
持
ち
、
月
に
十
三
回
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
こ
な
す
忙
し
さ
で
す
。

今
後
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
警
察
と

の
警
備
計
画
、
交
通
対
策
な
ど
の
打
合

せ
が
順
調
に
終
れ
ば
、
五
月
下
旬
に
は

チ
ケ
ッ
ト
が
発
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

前
売
り
は
三
千
円
、
ゲ
ス
ト
は

「
白
鳥

座
」
。

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
産
業
観
光
課

・
林
務
観
光
係
か
企
画
課

。
広
報
統
計

係
へ
。さ

だ
ま
さ
し
さ
ん

瀬
井
町
長
を
訪
問

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
が
、
四
月
二
十
日

竹
田
市
で
の
テ
レ
ビ
ロ
ケ
の
合
い
間
を

縫

っ
て
瀬
井
町
長
を
訪
間
、

「
美
し
い

高
森
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
高
森
線

存
続
問
題
は
以
前
か
ら
関
心
を
持

っ
て

い
ま
し
た
。
利
用
促
進
の
た
め
少
し
で

も
お
役
に

立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
フ
ァ
ン
の
心
に
残
る
よ

う
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
し
た
い
」
と
抱
負

を
話
し
ま
し
た
。

瀬
井
町
長
と
話
す
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん

高
森
高
等
学
校
。
二
年

芹
　
口
　
幸
　
代

保
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
の
仕

事
は
老
人
ホ
ー
ム
の
食
堂
掃
除
で
す
。

さ
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
思
う
ほ
ど
、

他
の
地
域
の
高
校
生
も
が
ん
ば

っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

二
時
間
の
作
業
の
後
、
閉
会
式
に
な

り
ま
し
た
が
、
老
人
ホ
ー
ム
の
イ
メ
ー

ジ
が
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
の
で
す
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
と
に

か
く
若
々
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
よ

く
老
人
が
こ
の
よ
う
な
施
設
に
入
る
こ

と
を
、
今
も
ま
だ
良
い
こ
と
と
し
て
皆

が
受
け
止
め
て
い
ま
せ
ん
。
事
実
わ
た

し
も
慈
愛
園
を
訪
れ
る
ま
で
は
そ
の
う

ち
の
一
人
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。
で
も
、

老
人
に
と
っ
て
は
最
善
を
尽
く
し
て
あ

り
、趣
味
も
楽
し
め
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

親
切
で
よ
く
手
の
届
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
も
大
勢
働
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
こ

う
い
っ
た
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
は

増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◇
移
動
図
書
巡
回

慈
愛
園
を
訪
問
し
て

留

学

生

か

ら

礼

状

届

く

駅
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の
清
掃
程

度
で
し
た
。

今
の
よ
う
に
世
の
中
が
発
達
し
て
い

く
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
比
例
し
て

必
要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
核
家
族
化
に
よ
る
老
人
問
題
、
育

児
の
問
題
な
ど
増
え
る
一
方
で
す
。

私
た
ち
が
訪
れ
た
慈
愛
園
は
、
そ
ん

な
現
代
の
問
題
を
全
面
的
に
受
け
入
れ

る
体
制
で
、
老
人
、
幼
児
な
ど
が
大
勢

「
家
族
み
ん
な
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
行
事
が
続
け
ら
れ

る
と
い
い
で
す
ね
」
と
吉
良
さ
ん
。
あ

ら
た
め
て
交
流
会
の
成
果
の
大
き
か
っ

た
こ
と
を
痛
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
民
泊
受
け
入
れ
を
さ
れ

た
家
庭
に
も
、
お
礼
の
手
紙
が
沢
山
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
国
と
国
を
越
え
た
、

友
情
の
輪
が
少
し
で
も
大
き
く
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

町
も
積
極
的
に
観
光
Ｐ
Ｒ

●  ●

●   ●

移動図書巡回日程

「春
の
南
阿

蘇
味
ま
っ
り
」

が
、
四
月
十
九

日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
、
熊
本

市
の
岩
田
屋
伊

勢
丹
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県

内
各
地
の
隠
さ

れ

た
味

を
発

堀
、
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た

郷

土
色
豊

か

な
、
な
つ
か
し

い
味
を
広
く
紹

介
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
西

原
村
を
除
く
南
郷
の
五
カ
町
村
か
ら
約

百
点
が
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
高
森
田
楽
、
阿
蘇
タ

カ
ナ
漬
、
聖
護
院
大
根
の
ぬ
か
漬
、
地

酒
な
ど
が
出
品
さ
れ
、
地
階
特
設
コ
ー

ナ
ー
で
高
森
の
味
を
売
り

込
み
ま
し
た
。

高
森
田
楽
は
火
鉢
を
持

ち
込
ん
で
の
実
演
即
売
、

夕
方
に
な
る
と
買
い
物
の

主
婦
ら
が
つ
め
か
け
瞬
く

間
に
売
り
切
れ
、
漬
物
も

今
年
の
タ
カ
ナ
は
厳
し
い

寒
さ
で
味
が
良
い
と
あ
っ

て
、
品
物
が
底
を
つ
く
な

ど
な
か
な
か
の
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。

徳
丸
千
代
さ
ん
（五
一）
は

「
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
の
即
売
は
た
い
へ
ん
疲

れ
ま
す
が
、
少
し
で
も
高

森

の
Ｐ
Ｒ

に
役

立

て
ば

と
思

っ
て
出

品

し
ま
し

た
」

と
話

し
て

い
ま
し

た
。

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
で
時
代

の
変
化

に
気
付
い

た
思
い
が

し
ま
し

た
。
世
の
中
の
状
態
が
良
く
な
っ
た
に

し
ろ
、
悪
く
な
っ
た
に
し
ろ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
必
要
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

日
本
は
、
他
国
に
比
べ
ず
い
ぶ
ん
と

生
活
水
準
も
上
昇
し
て
き
ま
し
た
。
上

昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
と
は
違

っ
た
面
で
の
問
題
も
多
く
な
っ
た
の
で

す
。
私
た
ち
は
、
自
分
の
周
り
だ
け
の

″
か
ら
″
に
と
じ
こ
も
ら
ず
、
今
か
ら

は
社
会
全
体
が
よ
り
向
上
す
る
よ
う
、

ち
ょ
っ
と
し
た
周
り
の
こ
と
に
も
積
極

的
に
手
を
伸
ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
も

っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

も
の
で
す
。

ふるさとの香 りをどうぞ

南阿蘇の味まつり開く

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
ほ
ん
の
数
年

前
ま
で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
や
養
護
施
設

の
重
要
性
は
か
な
り
低
か
っ
た
の
で
は

次
の
日
程
で
、
移
動
図
書
巡
回
を
行

い
ま
す
の
で
、多
数
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 日

期

　
　
日

５

月

２４

日

″″

５

月

２５

日

″″″

一
　

配

本

場

所

農
協
色
見
支
所
前

農
協
上
色
見
支
所
前

旧
役
場
庁
舎
前

畜
協
前
広
場

農
協
河
原
支
所
前

役
場
野
尻
出
張
所

農
協
草
部
北
部
支
所
前

役
場
草
部
出
張
所

１０
時
　
　
２
１０
時
４０
分

同
時
１０
分
２
１１
時
５０
分

１３
時
３０
分
２
１４
時
１０
分

１４
時
３０
分
２
１５
時
１０
分

１０
時
　
　
２
１０
時
４０
分

１１
時
１０
分
′
同
時
５０
分

１３
時
３０
分
２
１４
時
１０
分

１４
時
４０
分
２
１５
時
２０
分

時

間

保
育
園
を
新
築
し
て

提
言
　
保
育
園
を
新
し
く
建
設
し

て
く
だ
さ
い
。

―
―
　
現
在
町
に
は
五
つ
の
町
立

保
育
園
、　
一
つ
の
私
立
保
育
園
が
あ

り
ま
す
。
町
立
保
育
園
の
う
ち
、
河

原
、
野
尻
保
育
園
が
木
造
、
残
り
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
改
築

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
ｃ

ご
提
言

の
保
育

園
の
改

築
の
件

は
、
高
森
保
育
国
の
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
森
保

保
健
所

の
ス
ト
ー
プ
に
枠
を

提
言
　
冬
に
後
戻
り
す
る
よ
う
な

話
し
で
恐
縮
で
す
が
、
阿
蘇
保
健
所

高
森
支
所
の
三
つ
の
ス
ト
ー
ブ
に
危

険
防
止
の
た
め
の
枠
を
取
り
付
け
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

―
―
　
ご
提
言
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ご
指
摘
の
ス
ト
ー
ブ
の

枠
は
早
速
取
り
付
け
ま
し
た
。
今
後

も
お
気
付
き
の
点
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
∧
阿
蘇
保
健
所
高
森
支
所
∨
‥

判
鱚
渕
鱚
ヾ
珈

沐
滲
鱚
貶
鯰
仁

キ日

榎

『コ

んた

相

育
国
は
私
立
の
施
設
で
あ
り
、
財
政

上
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

検
討
し

て
い
た
だ

く
よ
う

伝
え
ま

す
。
∧
町
民
課
福
祉
第
二
係
∨

買い物客で賑わう味まつりの会場
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ヽ
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